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神奈川県大会 県大会64組 (県予選609組 )

橋本・高橋 (夢見ケ崎ローン)

鈴木・田中 (瀬谷グリーン・厚本国際)
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☆相手の陣営も見ながら2人でしっかリダブルス

をしようと心がけた。相手も上手できれいなテニ

スなのですぐには決まらないと覚悟し、 1球でも

多く返すこと、そしてリラックスを心掛けた。気

持良く試合ができました。折角のチャンスですか

ら全国優勝目指して頑張りたい。 (今鷹・相川 )

☆けがをしない様に気を付けて 1ゲームでも多く

とって神奈川に貢献したい。 (土屋・加藤 )

☆ペアの橋本さんを卒業させてあげたい。(高橋)_
11月 13日 ～15日  朝日生命久我山スポーツセンター

3回戦で
埼玉に
敗れる

609組 という全 国

一の激戦区を突破 し、

飯尾尚子監督の元に

一九となって練習に

励んで全国大会に臨

んだ選手達。「けが

は時の運3残念だが

選手はそれぞれの力

を出して善戦したと思う」と監督談。
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Aプ ロ ック

ー般の部 93名

田辺 悦子 (市

岡田 清子 (タ

松野 葉子 (東

横田 久代 (横

50才以上の部

西室 清美 (宮

飯塚 初江 (タ

10月 1日 ～16日

等々力 長坂 NA城 郷

10名

チ
崎バ コ|ム

Bプ ロック  10月 2日 t4日

一般の部 67名 横須賀ダイヤランド

大関ヨシ子 (横須賀ダイヤランド)

大竹 優子 (サ ンブ リ ッジ)

山野 佳美 (SCエ ス タ)

伊藤 芳子 (サ ンブ リ ッジ)

50才以上の部 7名
中村阿佐子 (横須賀ダイヤランド)

小森 真弓 (本  郷  台 )

Cプ ロック  10月 2日 ～4日

一般の部 130名 大神 沐目南ローン 高麗山

☆昨年はベスト8。 今

年は思い力ヽナない優勝。

夢の様で実感が湧きま

せん。(岡 田)☆ 1つ

勝ってもう1つ という

気持で頑張りました。

ここまでこれて幸せで

す。(松野)☆クラブの

皆さんに練習して頂き感謝しています。思い切ってサー

ビスダッシュをしたのがよかったと思います。(西室 )

☆昨年は50才以上で出

場。今年は一般に初挑

戦しまさかの優勝です。

一回一回皆さんにアド

バイスを受け三日間戦

えました。(大関)

☆長いシングルス生活

は大変でした。卒業で

きて本当に嬉しいです。(伊藤)☆ この年令でシング

ルスが出来る幸せを感じています。(中村 )

☆嬉しいです。準決勝でめげ

そうになった時仲間の応援が

とても心強かった。(岡田)

☆忍耐忍耐のテニスでした。

最後まで戦えずごめんなさい。

卒業でき嬉しいです。(駒 )

☆なりたてのホヤホヤでしかも久

しぶりのシングルスで優勝できて

とても嬉しい。皆さんもシングル

スに挑戦して下さい。(日 野)

日野

☆優勝できて超うれし

い。朝日で負けてから

シングルスに向けて走っ

てました。チョベリグ

です今日は。(石崎 )

50才以上の部 10名

上松 朝子 (小 田 急 秦 野 )

日野しず子 (ウ ッデイあやせ )

Dプ ロック  10月 2日 ～ 4日

一般の部 86名  相模原グリーン

☆きびしいドローで 1つ 1つ気が抜けない試

合の連続でした。足はつってしまったけれど

“自分自身をほめてあげたい"(柚山)

松野・西室・岡田

伊藤 。大関・中村

駒 ・岡田
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柚山・石崎



第29回」LTFネ申奈川県支部

一般の部 53名

村上 佳子 (東 急 瞼 山 SG)
渡辺 友子 (テ ニスプラザ戸塚)

小川加代子 (サ ントリーTG)
平尾 淳子 (本  郷  台 )

松野 葉子 (東 急 瞼 山 SG)
間宮 茂子 (湘 南 ロ ー ン)

鈴木 聡子 (横須賀ダイヤランド)

田中 啓子 (厚 本 国 際 )

50才以上の部 11名

碓井 秀子 (逗子グリーンヒル)

山下 博子 (相模原グリーン)

山本 万代 (鎌 倉 ロ ー ン)

両角真利子 (サ ントリーTG)

富士コカ 。コーラ杯

螂之21骰趙

ラングルスト甲チメント
11月 6日 ～ 8日

清水ケ丘公園コ…卜・スピンクス

横浜スポーツマンクラブ

☆若い人ばかりで

内容的には大変で

した。初出場で優

勝できて嬉しいで

す。 (間 官)☆ 2

年連続して準優勝

できるとは思いま

間宮・村上 せんでした。(村上)

☆久し振りの参加で緊張

しました。50オ以上の部

への参加者がもっと多く

なれば良いと思います。

役員の皆様ありがとうご

ざいました。(両角 )

ム姿で、急遠ベストドレッサー賞を作った程でした。

昨年コンソレ優勝に甘んじた本郷台TCチームが見事

優勝されましたのも印象的でした。本郷台TCがなく

なるとのことで一層思い出深い試合になつたと思いま

す。そして、M&Tチ ームの元県支部長武石様 (明治

36年生)も お元気な姿をお見せ下さり全員の大きな励

みとなりました。(すみれ委員会委員長 斉藤武子 )
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チーム戦はすみれ会の行事の中でも最も人気が高く、かつて激しく戦つた方々や仲良しが仲間を

募リチームを編成し、楽しみに参加して下さいます。今年は会員の増加に伴い参加資格を合計110

才、105オ、100才 と年齢を引き上げる事になりましたが、それが丁度よかつた様でした。当日は前

日の土砂降りが嘘のように晴渡り全員がほっとした事でした。各コートでは思い思いのお揃いのユ

ニフォームを着けて戦う姿が見られました。とりわけピンクパンサーチームはあっというユニフォー

優勝の本郷台チーム

嵐・高坂・塚田・成瀬・原・小森・白井

鎌 倉 カ ス タ ー ズ   |
本郷台テニスクラブ

マ  リ  リ  ン

テニス プラザ戸塚

本郷台テニスクラブ

ベストドレッサー賞のピンクノ(ンサー
コ

ィ
ソ レ=シ ョン決藤戦

を挙

'ダ

)二 l三 翌トヮT―

||を又立kl■ |ln■1‐



D7:`7相
菖奮アツY;I讐

テニス大会 当初参加希望者が少数だった為、

再募集すると共に各委員が積極的に勧誘した結果多数

の参加者を得ることが出来ました。又、会場になりま

した相模原グリーンTC、 横浜スポーツマンクラブの

多大な協力をいただき、参加者にとって、それぞれ楽

しそうな一日であった様に見受けられました。又、来

年度の女子連加入の申し込みもあり、初心者大会の目

的も達成出来たと思います。(ブ ロック長 船橋静子)

第 7回 プ ロック対抗親 睦戦 朗 2日 泉中央テニスガーデン

Bカック｀
悲願

〃
の優勝〃 ブロック長年頭の公約通り

三位決定戦

:ζ :;チ畔

Cプロック 11月 7・ 8・ 12日 144組

秦野運動公園コート他 3会場

――参加選手の声ニー

。とても楽しい一日でした。
04時過ぎにコー トに入 り急に暗 くなっ

たのでとても不安でした。

O今 日は全敗でした。もう少し練習して

出直してきます。
O去年は 3位、今年は 1位 1桑名杯まで

は程遠いのですが少しずつ頑張ります。

澄みきった青空のもと

にA・ B・ C・ Dの各ブ

ロックから今年活躍した

選手達、55才以上のペア

1組、50オ以上 2組、桑

名杯クラス 2組、一般 4

組の計 9組18名 と、カラ

フルな各ブロックの応援

初優勝に笑いが止まらぬBブロツク応援団  団がネ彰 りヽll県 のほぼ真中

にある泉中央テニスガーデンに集まり、手に汗握ぎる熱戦や応援が繰り広げられました。決勝戦、

三位決定戦ともに大接戦で、昨年優勝のCブロックは今年は慎ましく “ビリ"。 Dブロックは定位

置の 3位を死守しました。強豪揃いのAブロックと悲願の優勝を狙うBブロックとの戦いは最終戦
こもつれ込み、大声援の中、Bブロックが念願の初優勝を果しました。
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| 第 1回 ずみれ会訪間親睦旅行会 )
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9月 24～ 26日  長野県安曇野

すみれ会では “より楽しい企画を"と 、初めて 2泊 3日 の

旅を考えてみました。車、電車どちらでも行けてそして観光

が出来る安曇野の穂高に白羽の矢を立てて募集しましたとこ

ろ、30名位のつもりが42名 にもなりました。 1日 目は午後現

地到着、長野県支部会員の御案内で安曇野観光。クラーレッ

ト泊。2日 日、長野県フイフテイアルプスの43名 の方と対抗

戦。すみれ会に花を持たせて頂きました。夜は長野の方々を

加えてのパーテイ(歌ったり踊ったり仲良く楽しい集いで皆大満足でした。3日 日、テニスをする

人ゴルフをする人、乗鞍・木曽路・美ケ原観光など各自が自由に遊びながら全員無事帰宅しました。
この旅行、10月 のチーム戦を通じてとても嬉しかったのは、ある会員が自主的にアルト募金をし

て下さってたくさんの寄金をすることが出来た事です。すみれ会ならではの感あり、いつまでも健

康で楽しく暮らせる事の感謝の気持ちの現れと思います。(すみれ委員会委員長 斉藤武子 )



12月 7日

本牧市民公園コー ト・根岸テニスガーデン

選手106名  ボランティア約150名

=第 5回大会を迎えて思い起こすこと=
大会委員長 大場初子

もう10年余りになりますか、日本女子テニ

ス連盟神奈川県支部として障害者のテニスの

練習会に参加したのは…。その頃障害者の会

員10数名、ボランティアも20数名でした。練

習会に行くとコートにはボランティア3人会

員 1人ということもありました。それでもゆっ

くりですが、少しずつ上達する彼等に、発表の場としてのトーナメントや他流試合の少ないのを残

念に思いました。主婦や学生の為のトーナメントは毎月各所で行われ、初心者が気軽に試合に出場

する度に上達するのを見るにつけ、彼等にも同様の経験の場を作ってあげられないものかと思案致

しました。健常者に比べ数倍の時間と努力を要する彼等に発表の場が欲しいと……。

5年前の 5月 頃、お金もない力もない障害者のグループと私達ボランティアが “自分たちの手で

大会を"をスローガンに動き、話し、お願ぃしました。さっそく力になって下さった多数の方達、

協力して下さった企業、答えて下さった横浜市、平成 4年 12月 12日 私達の大会を作るチャンスが来

たのでした。障害を持つ人とボランティアが共に楽しめ、且つ上達への足掛かりになるような、そ

して広い範囲でお友達ができればと、欲張つた大会を目指したのでした。

あれから早いもので第 5回大会を迎えることが出来ました。思っ

てもいなかった事ですが、プロ選手を迎えてエキシビションマッチ

や、プロと障害者選手との交流ができる大会にまで成長したのです。

もう一つ嬉しいことは、この大会を障害者グループ (神奈川ハン

デイテニスヨコハマ)の メンバー (30数名)が自分達の大会として

この5年間大事に育ててくれたことです。今後も彼等と私達ボラン

テイアが協力し合ってこの大会を大きく育んで行きたいと思います。

最後になりましたが、ご協力頂いた多くの企業、ご理解頂きました多くの方々、当日お手伝い下

さるボランティアの皆様に心より御礼申し上げますと共に、これからもこの大会を暖かく見守って

下さいますようお願い申し上げます。(大会プログラムより)

◇神尾 米選手「この様な大会には初めて参加しましたが皆さん一生懸命テニスを楽しんでいら

湊譲奎毒婆顎 AL∵lttJ〕∫l孔解事
し

'°

」
朝日レディース・すみれ会チーム戦等、後半

の行事で寄せられました皆様の善意をALT基
金本部窓口へ送金致しました。全国支部から寄

せられた基金の一部は肢体不自由児施設「浜松

リハビリテーションセンター」に贈られる予定

です。ご協力ありがとうございました。来年もこ

の活動にご理解、ご協力をお願い申し上げます。

優勝した “みどリチーム "




